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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成21年2月19日(2009.2.19)

【公開番号】特開2007-178719(P2007-178719A)
【公開日】平成19年7月12日(2007.7.12)
【年通号数】公開・登録公報2007-026
【出願番号】特願2005-377073(P2005-377073)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/083    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３８１　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３３１　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３０１　

【手続補正書】
【提出日】平成20年12月24日(2008.12.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　結着樹脂および着色剤を少なくとも含有する混合物を溶融混練し、得られた混練物を冷
却した後、冷却物を粗粉砕し、粗粉砕物からなる粉体原料を粉砕手段によって粉砕する工
程を少なくとも有する重量平均粒子径が３乃至１１μｍのトナー微粒子の製造方法におい
て、
　該粉砕手段は、中心回転軸に取り付けられた回転体である回転子と、該回転子表面と一
定間隔を保持して回転子の周囲に配置されている固定子とを少なくとも具備する機械式粉
砕機であり、
　該回転子および／または固定子の表面が、少なくとも炭化クロムを含有するクロム合金
めっきでコーティングされた後に、機械的表面処理を施こすことによって、該回転子およ
び／または固定子の表面硬さＡ（ビッカース硬さ）がＨＶ１３００＜Ａ≦ＨＶ１８００で
あることを特徴とするトナー微粒子の製造方法。
【請求項２】
　該トナー微粒子に使用される結着樹脂は、少なくともポリエステルユニットを有する樹
脂であることを特徴とする請求項１に記載のトナー微粒子の製造方法。
【請求項３】
　該トナー微粒子に使用される着色剤は、少なくとも磁性材料を有することを特徴とする
請求項１又は２に記載のトナー微粒子の製造方法。
【請求項４】
　結着樹脂および着色剤を少なくとも含有する混合物を溶融混練し、得られた混練物を冷
却した後、冷却物を粗粉砕し、粗粉砕物からなる粉体原料を粉砕手段によって粉砕する工
程に用いられる装置を少なくとも有する重量平均粒子径が３乃至１１μｍのトナー微粒子
を製造する装置において、
　該粉砕手段は、中心回転軸に取り付けられた回転体である回転子と、該回転子表面と一
定間隔を保持して回転子の周囲に配置されている固定子とを少なくとも具備する機械式粉
砕機であり、
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　該回転子および／または固定子の表面が、少なくとも炭化クロムを含有するクロム合金
めっきでコーティングされた後に、機械的表面処理を施こすことによって、該回転子およ
び／または固定子の表面硬さＡ（ビッカース硬さ）がＨＶ１３００＜Ａ≦ＨＶ１８００で
あることを特徴とするトナー微粒子の製造装置。
【請求項５】
　該トナー微粒子に使用される結着樹脂は、少なくともポリエステルユニットを有する樹
脂であることを特徴とする請求項４に記載のトナー微粒子の製造装置。
【請求項６】
該トナー微粒子に使用される着色剤は、少なくとも磁性材料を有することを特徴とする請
求項４又は５に記載のトナー微粒子の製造装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本発明は、結着樹脂および着色剤を少なくとも含有する混合物を溶融混練し、得られた
混練物を冷却した後、冷却物を粗粉砕し、粗粉砕物からなる粉体原料を粉砕手段によって
粉砕する工程を少なくとも有する重量平均粒子径が３乃至１１μｍのトナー微粒子の製造
方法および製造装置において、
　該粉砕手段は、中心回転軸に取り付けられた回転体である回転子と、該回転子表面と一
定間隔を保持して回転子の周囲に配置されている固定子とを少なくとも具備する機械式粉
砕機であり、
　該回転子および／または固定子の表面が、少なくとも炭化クロムを含有するクロム合金
めっきでコーティングされた後に、機械的表面処理を施こすことによって、該回転子およ
び／または固定子の表面硬さＡ（ビッカース硬さ）がＨＶ１３００＜Ａ≦ＨＶ１８００で
あることを特徴とするトナー微粒子の製造方法および製造装置に関する。
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